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健康な小児が抱くがん , 白血病の イ メ ー ジ に つ い て
古 谷 佳由理 (千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程)
本研究 の 目的は , 健康な 小児が が ん や 白血病 と い っ た病名 か ら どの よ うな イ メ ー ジ を抱く の か, 自分が 大 きな 病気 に な っ
た と した ら, 病名 や 治療な ど に つ い て 教え て 欲しい と思 っ て い るの か を明 らか にす る こ とで あ る｡ 千葉県内の 小中高校 に通 っ
て い る小学校 5年生か ら高校 3年生 ま で の 児童生徒1964名 か ら得られた ア ン ケ - ト の 回答 を, 統計 ソ フ ト SPS Sに て 分析
を行 い 以下 の 結果を得た ｡
1 . 健康 な小児 が抱く が ん の イ メ ー ジ は, ｢ 死ぬ ･ 治 ら な い｣ ｢重い ･ 危 険 ･ 苦 し い｣ と い っ た悲観的な の もの が 多く , 全体
の 約65% を占め て い た ｡ ｢ 聞い た こ とが な い ･ わ か ら な い｣ と答 え た もの もお り全体 の 約15% で あ り, ど の 学年 で も同様
の 傾向で あ っ た｡
2 . 健康 な小児 が抱く白血病の イ メ ー ジ は ｢ 病態や特徴 に つ い て｣ ｢原因や治療 に つ い て｣ と い っ た もの が , 全 体 の 約38%
を占め て い た｡ ｢ 聞い た こ とが な い ･ わ か ら な い｣ と答 え た もの は 全体 の 約33% を 占め, 小学生 で は半数以上 が ｢ 聞い た
こ と が な い ･ わ か らな い｣ と答え て い た｡
3 . 自分 が病気 に な っ た とき に され る説明 に つ い て は小学生 の80%, 中学 生の 85%, 高校生 の91%が 真実を伝え られ る こ と
を求 め て い た｡ そ の 理 由 と して 自分 の 知 る権利, 治療 に前向きに取り組 め る と い っ た姿勢の 向上, 知 らな い こ とが 不安 に
な る, 残 さ れ た 命を有意義に悔 い の な い よ う に過 ご した い と い っ た もの が あ げ られ て い た｡
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I . はじめに
小児がん の治療の飛躍的な進歩 に よ っ て , 小児がん患
者の約60%が治癒する時代を迎えて いる ｡ それ に伴 い学
校 へ の 復学問題や小児がん長期生存者の晩期障害とい っ
た新たな問題が生じて おり , 小児がん患者に対する病名
告知は成人の がん患者に対する病名告知と同様避けて通
る こと の で きな い大きな問題とし て注目され て い る｡ 小
児が ん , 特 に白血病はすで に慢性疾患の 一 つ と な り つ つ
あ るが , 小児がん患者に対し て病名告知を行う こと の 利
点として , 社会生活に適応しやすい こと 1)2) , 危険行動
の回避3) な どが明らか に され て き て い る ｡ ま た , 実際
に病名告知をされ た小児がん患者は, 病名そ の も の に対
し て の こ だわりは ほ と ん どな い と言われ て い る 4)｡ し か
し, 実際 に は小児がん患者に対する病名告知はいまだ に
積極的に行われ て い な い 5)｡ そ の 理 由の 一 つ に , 小児が
抱くがん のイ メ ー ジの不確かさがある ｡ 一 般的 に小児は
大人と違 っ た認識を持 っ て おり, 白血病やが ん と い っ た
病名を聞い て も大人 はど シ ョ ッ ク を受 けな いと言われ て
い る 6)｡ しか し, 実際 の小児がが ん や白血病に対し て ど
の ようなイ メ ー ジ を持 っ て い る の か は, 明 らか にされ て
い な い ｡ そ の ため, 大人 ほ ど シ ョ ッ ク を受けな い と は言
われ て い て も, 小児が こ の よう なイ メ ー ジ を持 っ て い る
から シ ョ ッ ク を受 けな いと いう こ とを具体的に説明する
ことが で きな い ｡ そ れが明確に されなければ病名告知を
した際に小児がん患者が どの ような反応をするのか, シ ョ ッ
ク を受 けて 自殺をして しまう の で はな い かと い っ た親 の
不安 は軽減されず, そ の結果小児がん 患者に対し て病名
を伝えな い と い っ た親 の行動に つ なが っ て い る 7)0
そ こ で 今回健康な小, 中, 高校生ががんや白血病に対
して どの よう な イ メ ー ジ を抱 い て い るの か , そ の イ メ ー
ジ の 情報源は何で ある の かを明らか にする こ とを目的と
して 本研究を計画した｡
Ⅱ
. 研究目的
健康な小児が抱い て い るが ん や白血病のイ メ ー ジ を明
らか にする｡
Ⅲ
. 研究方法
1 . 用語 の定義
1) イ メ ー ジ
イ メ ー ジ は ｢ある言葉を聞い たときに そ の言葉か ら連
想するもの｣ とする｡
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2) Tr uth Telling
Tr uth Telling は ｢本当の 病名や 治療方法な ど自分
の 病気に つ い て の真実説明｣ とする｡
2 . 研究対象
地域の 普通校に通 っ て い る小学校5年生か ら高校3年
生ま で の児童生徒, 1学年約200名を対象とする｡
3 . 研究場所
千葉県内の小学校 2校, 中学校3校, 高等学校1校｡
4 . 研究の 手順
千葉県内の小, 中, 高校を対象として ア ン ケ ー ト調査
を実施したが , 千葉県教育委員会に対象となる学校の選
定を依頼をした｡ まず, 教育委員会に研究の趣旨を説明
し, 事前 に教育委員会の 担当者に ア ン ケ ー ト内容 の検討
を依頼し, 修正を行 っ た｡ そ の 後さ ら に各学校の養護教
諭に も同様に内容の検討を依頼し, 各学年ごと に使用す
る漢字や文章表現を修正 し, 児童生徒に よりわか りやす
い表現に修正した｡ プ レ テ え ト は, 小学生用の ア ン ケ ー
ト を小学校4年生5名, 5年生3名を対象に行い , 質問
内容の理解, 文章を読む ことが で き るか など ア ン ケ ー ト
に回答可能で ある ことを確認 した ｡
千葉県教育委員会から紹介された学校の 校長, 教頭,
もしく は養護教諭に研究の 趣旨を説明し, 研究の 協力が
得られ た際に ほ, ア ン ケ ー ト を窓 口と なる先生を通 じ て
依頼し, 2 - 3週間後, 回収 に 訪問した｡ ア ン ケ ー ト は
各学校で時間の とれるとき に実施して もら っ た ｡ そ の際
各ク ラ ス の担任から ア ン ケ ー ト 用紙を配布して もら い ,
そ の 場で 記入, 回収を依頼した｡ ア ン ケ ー ト 依頼時期は
1997年6月か ら7月に かけ て で あ っ た｡
5 . 分析方法
ア ン ケ ー ト の 回答方法は選択肢と自由記述の部分があ
り, 選択肢の も の は選択番号をデ ー タ と し, 自由記述の
もの は研究者が コ ー ド化 して か らデ - 夕 と し て用 い た｡
コ ー ド化 は研究者自身が はじめ に コ ー ド化 したものと 1
ケ月後に再度 コ ー ド化 した もの と比較し, 一 致率は92 %
で あ っ た｡ 分析 は統計 ソ フ ト SPSS を用い た ｡
Ⅳ
. 結 果
1 . 対象の背景
対象とな っ た小児は, 小学5年が209名 (男子106名,
女子103名), 小学6年が191名 (男子103名, 女子88名),
中学1年が219名 (男子108名, 女子111名), 中学2年が
192名 (男子102名, 女子90名), 中学3年が212名 (男子
105名, 女子107名), 高校1年が313名･(男子139名 , 女
子174名), 高校2年が289名 (男子164名, 女子125名),
高校3年が339名 (男子185名, 女子150名, 性別未記入
4名), 全体で1964名で あ っ た｡
本人が覚え て い る限り で の 入院経験 の あ る者は562名
( 男子338名, 女子222名, 性別末記入2名) で あ っ た｡
2 . が ん に つ い て の知識の有無
｢がん と い う病名を聞い た こと はあるか｣ と いう質問
の回答を表1に示した｡ 1938名が ｢ある｣ と答え , 全体
の98
.
7% を占め て い た｡ そ の 情報源に つ い て 重複回答で
答え て もら っ た が, テ レ ビ や ラ ジオ が1748名 (90.2 %)
と最も多く, 次 い で家族が1113名(57. 4% ), 新聞が1017
名 (52. 5%) など で あ っ た｡ 学年 に よる回答結果の違
い は認められなか っ た｡
3
. が ん の イメ ー ジ
が ん と い う病名 を聞い た こと があ る1938名 に つ い て
｢ がん はど の ような病気だと思うか｣ と尋ね , そ の 質問
の 回答を表1 に示した｡ ｢ 死ぬ ･ 治ら な い｣ が最も多く
表1 が んにつ い て の 知識とイメ ー ジ
がん に 学年 全体 小学生
′1､学校
中学生
中学校
高校生
高校
5年生 6年生 1年生 2年生 3年生 1年生 2年生 3年生
つ い ての 質 問項 目 選 択 (n =19 64) (n=4 00) (n =20 9) (n =1 91) (n=62 3) (n=2 19) (n=1 92) (n=21 2) (n =941) (n= 313) (n=2 89) (n =339)
がんと い う病名を
聞い た こと がある か
どこ で 聞い たか (重複回 答)
がん は どの ような病気だ と居
死ぬ . 治 らな い
あや
な い
テ レ ビやラ ジオ
1 938
26
1 74∈;
39 1
9
331
2 00
9
160
191
0
171
616
7
576
216
3
202
1 92
0
177
20 8
4
19 4
93l
10
84 1
309
4
2 84
287
2
261
335
4
2 96
寡 11 13 1 75 94 81 4 20 1 41 127 1 52 51 8 18 9 14 5 1 84
新聞 1 017 1 09 50 59■ 399 1 36 12 0 l43 509 171 159 179
本や マ ン ガ GOP 61 24 37 ･ 260 77 74 1 09 279 1 06 73 10 0
学校 の授業
か
､と死 ん で しま う
533
82 5
58
162
5
84
53
78
1 36
2 51
5l
88
24
8 4
61
7 9
339
412
14 3
13 7
71
1 37
12 5
138
重い . 危険 . 苦 しい 4 44 109 65 44 15 2 51 41 6 0 18 3 65 5 0 6 8
病態や特徴 に つ い て 21 9 48 22 2 6 7 4 2 6 26 22 97 37 2 1 3 9
早 期なら治るが発見 が遅v 137 12 4 8 36 9 ll 16 8 9 24 19 46
原因や治療に つ い て 57 12 6 6 2 6 9 7 10 19 3 1 3 3
聞い たこ とは あ るが わか らない 2 56 48 19 29 77 3 3 2 3 2 1 131 43 47 41
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825名 (42. 6%)で あり, 貝体的回答例 は 『助 け ようが
な い病気 (小学6年)』『死ん で しま っ た逸見さ ん が な っ
た病気 (中学1年)』で あ っ た｡ 次 い で ｢ 重い ･ 危険 ･
苦 し い ･ 痛 い｣ が444名 (22. 9 %) と多く , 貝体例 は
『治りにくく大変な病気 (中学1年)』『苦しい ( 高校2
年)』で あ っ た｡ 次 い で ｢病態や特徴に つ い て｣ が219名
(ll. 3 %) で あり , 具体例で は 『胃や肺 に な に かが で き
て しまう病気 (小学5年)』『し つ こく取り除い て も違う
と こ ろ に転移する (高校1年)』など で あ っ た｡ ｢ 早期な
ら治るが発見が遅い と死ん で しまう｣ が137名 (7. 1%),
｢ 原因や治療 に つ い て｣ が57名 (3. 0%), ｢ 聞い た こと は
あるがわか らな い｣ が256名 (13. 2%) で あ っ た｡
す べ て 学年に お い て , 死 ぬ ･ 治 らな い , 重 い ･ 危険 ･
苦 し い と い っ たイ メ ー ジ が多く, 各学年とも6割以上を
占め ており , 学年 ごと の大きな違い は認められなか っ た｡
｢ 聞い た こと はあるが分か らな い｣ と答え た者 は小学生
で12%, 中学生で13%, 高校生で14% で あ っ た｡
4 . が ん に つ い て の質問経験と答えてもら っ た内容
が ん に つ い て の質問経験と答えて もら っ た内容 に つ い
て表2 に示した｡ ｢が ん が どの よ う な病気か尋ね た こと
が あるか｣ と い う質問に対し て546名 (27. 8%) が ｢あ
る｣ と答え て い た｡ 学年別で は小学生が32. 8% と尋ね た
こと の ある割合が最も多く, 中学生が31. 8%, 高校生が
23. 1 % と学年が高くなる に連れ て質問経験が少なくな っ
て い た｡ ま た性別で は, 男子が222名, 女子323名と女子
の方が尋ねた ことがある人が多か っ た｡
尋 ねた相手は母親が最も多く440名 (80. 1%), 父親が
2 47名 (45. 2% ), 友人39名 (7. 1%) な ど で あ っ た ｡ 全
学年に お い て母親に尋ねた者が最も多く , 父親 に尋ねた
者の割合は小学生が最 も多か っ た｡ 性別 で は, 男女とも
は母親が最も多く (男子163名, 女子276名), 次 い で 父
親で あ っ た｡ 女子 で父親 に尋ね た者は約40% で あ っ たが,
男子 で は半数以上の5 4%が父親に尋ね て い た｡
｢がん に つ い て どの よう に答え て もら っ た か｣ と い う
質問の 回答は ｢死ぬ ･ 治 らな い｣110名 (20. 1%), ｢病
態や特徴に つ い て｣76名 (13. 9%), ｢重い ･ 危険 ･ 苦 し
い｣72名 (13. 2%) な どで あり , ｢ 聞い た こ と はあ るが
忘れ て しま っ た｣ 203名 (37. 2%)で あ っ た ｡ 小学生で
は ｢死ぬ ･ 治 らな い｣ が最も多く, 中学生で は ｢死ぬ ･
治 らな い｣ ｢ 重い ･ 危険 ･ 苦 し い｣ が同数 で あ り , 高校
生で は ｢死ぬ ･ 治 らな い｣ ｢病態や特徴｣ が多か っ た｡
5
. 白血病に つ い て の知識の有無
｢白血病とい う病名を聞い た こと はあるか｣ と い う質
問の回答を表3に示 した｡ 1759名が ｢ある｣ と答え て お
り , 全体 の89. 6%を占め て い た｡ そ の 情報源に つ い て重
複回答で答え て もら っ た が, が ん同様 テ レ ビ や ラ ジオが
1548名(88. 0%)と最も多く, 次 い で 家族が649名(36. 9
%), 新聞が638名 (36. 6 %) な どで あ っ た｡
学年別で は小学5年で は約半数が, 小学6年で は約4
分の 1が聞い た ことが な い と答え て い た｡ 中学1年で は
9割以上が聞い た ことがあると答え, そ れ以上で は ほ と
ん ど の者が聞い た ことがあると答え て い た｡ 知識 の情報
源に つ い て は学年に よる違い は認め られ なか っ た｡
6. 白血病の イメ ー ジ
白血病とい う病名を聞いた ことが ある1759名に つ い て
｢ 白血病はど の ような病気だと思うか｣ と尋ね , そ の質
問の 回答を表3に示 した｡ ｢病態 ･ 特徴 に つ い て｣ が491
名 (27. 9%)と最も多く, 具体例で は 『出血が止まらな
表2 がんに つ い て の 質問経験と答えてもら っ た内容
が んに 学年 全体 小 学生
小 学校
中学生
中学校
高校生
高校
5年生 6年生 1 年生 2年生 3年生 1年生 2年生 3年生
つ い ての 管閉 経鹸
､
択 肢 ~ (n =1 964) (n =40 0) (n=20 9) (n =191) (n =623) (n =2 19) (n =192) (n =212) (n =94 1) (n=31 3) (n=289) (n =3 39)
が んが どの ような病気 か あ る 5 46 1 31 72 1 37 1 98 6 1 64 7 3 2 1 7 70 56 g 1
誰か に尋ね た ことが あるか ･ ない 1418 2 69 59 132 42 5 158 128 139 724 243 233 248
誰に尋ね たか ( 重複回答)
がんをまどの ような病気 だと答
死ぬ . 治 らない
母親 440 109 61 48 155 46 50 59 176 56 46 74
父親. 247 72 37 35 84 20 29
3
1
1
1 0
35
5
6
91 2 6 26 39
友人 39 3 0 3 16 8 20 8 4 8
き よ うだい 33 6 1 5
1
17
12 5
3
13
1 5 4 4 7
先生
て もら つ た か
と死ん で しま う
15
11 0
1
41
0
24
6
34
2
l l
8
35
2
13
2
10
4
12
重い . 危険 . 苦 しい 7 2 19 13 6 34 13 9 12 19 6 5 8
病態や特徴に つ い て
:
76 18 9 9 2 7 3 1 6 8 31 8 9 14
早期な ら治ろが発見が遅い 5 1 0
7
1
7
1 0 1 0 3 0 2 1
原因や治療に つ い て 51 14 15 3 2 10 20 8 7 5
身内 がか か つ た病気 1 8 a 1 0 7 2 1 4 10 5 0 5
聞い た こと はあるが 忘れ た 20 3 37 18 1 9 7 6 2 7 2 3 26 90 27 2 3 40
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くな っ た りする ( 中学1年)』『血の 中に悪い 白血球が大
量に で き て免疫効果がなくな る病気 (高校3年)』であ っ
た｡ 次 い で ｢原因･ 症状 ･ 治療 に つ い て｣が264名 (15. 0
% )と多く, 具体例で は『放射能による病気 (中学3年)』
『血液中の 白血球が多す ぎて障害となる病気 , H L A抗体
が合う ド ナ ー が必要 ( 中学2年)』『骨髄移植をし て治す
病気, 骨髄 バ ン ク があ る (中学1年)』な ど で あ っ た ｡
次 い で ｢死ぬ ･ 治 らな い｣ が252名 (14. 3 %) で , 具体
例で は 『必ず死ぬ ( 中学3年)』『白血球が なくなり ウイ
ル ス に対し て も抵抗力がなくなり風邪とか に かか っ て も
死ん で しまう, お相撲の 蔵間さん が そうだ っ た ( 中学2
年)』で あ っ た｡ ｢重い ･ 危険 ･ 苦 し い｣ が218名 (12. 4
%) で , 具体例は 『わか らな いが怖い病気 ( 中学1年)』
『重病(高校2年)』で あ っ た｡ ｢ 血液のがん｣が92名 (5. 2
%), ｢早期に発見すれば治るが発見が遅けれ ば死ぬ｣ が
7名 (0. 4% )で あり, ｢わか らな い｣ が435名 (24. 7 %)
で あ っ た｡ 白血病のイ メ ー ジ はがん とは違い , 白血球の
病気や免疫能力がなくなる
'
と い っ た ｢病態や特徴に つ い
て｣ と, 放射能を浴びるとなるや骨髄移植をすると い っ
た ｢原因や治療 に つ い て｣ が最も多か っ た｡
学年別で は ｢病態や特徴に つ い て｣ ｢ 原因や治療に つ
い て｣ が小学生で は25% 前後, 中学生 ･ 高校生で は40 %
以上を占め て い た ｡ ｢血液のが ん｣ と答 えた者を学年別
に 見ると小学生が4%, 中学生が29% , 高校生が67%で
あ っ た｡ ｢聞 い た ことはあるが わか らな い｣ と答え た者
はが ん よりも多く, 小学生で29% , 中学生で20%, 高校
表3 白血病につ い て の 知識とイメ ー ジ
白血病に 学年 全体 小学生
小 曲 校
中学生
中 学
高校生
高校
5年生 6年生 1年生 2年生 3年生 1年生 2年生 3年生
つ い ての 督 闇項 E] 選 択 (n =1964) (n =400) (n =209) (n =191) (n =623) (n=219) (n =192) (n=21 2) (n =9 41) (n=313) (rF289) (n =33 9)
白血病と いう病名を あ る 1 75 9 26 l 11 4 1 4758 3 19 6 179 20 S
4
18 8
915 305
8
268
27 9 331
聞いた こと が ある か ない 205 139 95 44 40 23 1
'
3 26 10 8
どこ で聞い たか (重複回答)
白血病は どの ような病気 だと
死 ぬ t 治らない
テ レ ビや ラジオ l548 19 8 8 6 112 530 180 162 82 0 2 49 30 3
秦 64 9 71 25 4 6 25 6 73 76 1 07 32 l 13 8 7 122
新聞 63 8 31 l l 20 2 57 82 71 104 350 l O6 1 05 l39
本やマ ン ガ 567 65 22 4 3 208 54 59 9 5 294 107 85 102
学校の 授業
､うか
､ と死 んで しま う
らない
35 6
252
29
3 4
4
1 0
2 5
2 4
9 3
8 8
2 2
21
17
301
54
37
2 34
l30
8 5
45
51
33
98
5 2
重い . 危険 . 苦 しい 21 8 40 2 0 20 83 23 20 40 95 27 30 3 8
病態や特徴に つ い て 491 8 3 4l 42 194 72 62 60 21 4 77 62 75
早期なら治るが 発 見が 遅レ 7 0 0 0 2 2 0 0 5 0 1 4
原因や治療に つ い て 264 23 1 0 1 3 75 27 22 26 1 66 5 0 5 6 60
血液の がん 92 4 0 4 27 5 10 12 61 1 7 23 21
聞い た こ とは ある がわ か 43 5 75 30 4 5 11 4 46 35 33 244 89 74 81
表4 白血病につ い て の 質問経験と答えてもら っ た内容
白血 病に 学年 全体 小学生
小 学校
中学生
中学校
高校生
高校
5年生 6年生 1年生 2年生 3年生 1年生 2年生 3年生
つ い て の 箇■閉 経験 ' 択月 (n =19 64) (n =400) (n =209) (n =191) (n =623) (n=2 19) (n =1 92) (n=21 2) (n =941) (n =313) (n=289) (n =339)
白血病が どの ような病気か あ る 38 4 64 21 4 3 l4 3 3 3 51 59 177 52 54 71
誰か に尋ね た ことがあるか ない l 58 0 3 36 1 8 14 8 48 0 l8 6 14 1 153 76 4 261 2 35 268
誰に尋 ねたか (重複回 答)
白血 病は どの ような病気 だ と答
死 ぬ . 治 らな い
母親 28 9 33 ･1 0 2 3 11 3 3 0 3 5 48 1 41 43 4 5 53
父 親 1 51 38 1 7 21 60 1 2 22
4
4
D
7
1
1 6
26
8
6
4
5
53 1 3 17
9
3
2
3
2 3
友人
き よ うだ い
先生
えて も ら つ たか
と死 んで しま う
47
31
20
29
3
1
6
4
3
20
1
0
0
D
2
E
5
3
1
10
16
1 6
6
16
4
6
1
4
28
1 4
9
9
1 0
10
4
3
3
9
7
4
3
重い . 危険 . 苦 しい 20 2 7 2 4 ロ 4 5
病態や特徴に つ い て 90 10 38 1 0 12 32 13 7 12
早期な ら治るが 発 見が 遅い 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
原因 や治療に つ い て 6 2 8 2 6 1 9 5 4 1 0 35 10 1 4 E]
血液の がん 34 2 0 2 12 D 6 5 20 6 5 9
聞い た こ とは ある が忘れ た 147 2 7 6 21 51 ED 17 23 69 18 23 28
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生で27%で あ っ た｡
7 . 白血病に つ い て の質問経験と答えてもら っ た内容
白血病に つ い て の質問経験と答えて も
'
ら っ た内容を表
4 に示した｡ ｢白血病が ど の よ うな病気か尋ね た ことが
あるか｣ と い う質問に対 して384名 (19. 6%) が ｢ある｣
と答え て い た｡ 学年別で は小学生が16. 0 % と尋ね た こ と
の ある割合が最も少 なく , 中学生が23. 0%, 高校生が
18. 8 %で あ っ た｡ ま た性別で は, 男子が152名, 女子231
名と女子の 方が尋ねた ことがある人が多か っ た｡
尋ね た相手は母親が最も多く289名 (75. 3%) で , 吹
い で父親が151名 (39. 3%), 友人47名 (12. 2%) な ど で
あ っ た｡ 小学生で は母親と父親に対 して 同じよう に尋ね
て い たが, 中学生, 高校生に なると母親が最も多か っ た｡
性別 で は, が ん同様男女ともは母親が最も多く (男子102
名, 女子185名), 次 い で父親で あ っ た｡ 女子 で父親に尋
ね た者は約30%で あ っ たが , 男子 で は半数以上の51%が
父親に尋ね て い た｡
｢ 白血病に つ い て ど の よう に答え て もら っ た か｣ と の
質問に対し て は ｢病態や特徴に つ い て｣ が90名 (23. 4%),
｢原因や治療に つ い て｣ が62名 (16.1%), ｢血液のがん｣
が34名 (8. 9%), ｢死ぬ ･ 治 らな い｣ が29名 (7. 6%) 吃
どで あ っ た ｡ ま た ｢聞い た ことはあるが忘れ て しま っ た｣
と答えた者が147名 (38. 2%) で あ っ た｡
8
. 自分が病気になっ たときの Tr uth TeI[ing に つ い て
の考え方
｢もし病気に な っ た としたら, ど んな病気で も病気の
名前や治療 の方法など本当の ことをきちんと教え て 欲し
いか｣ と い う質問の回答を表5に示 した｡ 1701名 (86. 6
% )が ｢ 教えて欲し い｣, 194名 (9. 9%) が ｢ 教え て 欲
しくな い｣, 69名 (3. 5%) が ｢わか らな い｣ と答えた｡
性別や入院経験に よる特徴は認められなか っ た｡
教 え て欲 し い理由と し て最も多か っ た の が ｢ 自分の こ
とだか ら ･ 嘘 を っ か れ たく な い ･ 知 る権利が ある｣ で
527名 (31. 0 %) で あ っ た｡ 具体例を上 げる と 『自分が
何の病気で苦 しん で い る の かが分からな い と いや (中学
2年)』『他人の 話か ら自分の耳に入 っ た ら シ ョ ッ ク (高
校 1年)』『嘘を つ かれ て 死 ぬ よりも本当の ことを教え て
もら っ て死 ん だ方が良い (小学5年)』で あ っ た ｡ 次 い
で ｢病気と闘う ･ 治療 に前向き に取り組める｣ が多く,
438名 (25. 7 %) で あ っ た｡ 具体例で は 『自分が 知らな
い と立ち向かえな い ( 中学1年)』『私も何度か入院した
けど自分が どう い う病気か知 っ て 治せ るよう に っ て い う
気持ち に なれた｡ 知らなか っ た ら不安に なると思う (高
校2年)』で あ っ た｡ ｢今後や将来の ことを考え られる｣
が349名 (20. 5 %), 具体例は 『残 っ た人生を楽しみた い
(高校1年)』『やり残した ことが な い よう に , 悔 い の 残
らな い よ う に生き る (中学 3年)』で あ っ た｡ 次 い で
｢知らな い と不安 ･ 気 に なる｣ が290名 (17. 0%) で , 具
体例は 『親に そ の こ と で 一 人 で悩ん で欲しく な い (小学
6年)』『死ぬ ことよりも知 らな い方が も っ と不安 (中学
1年)』で あ っ た｡ ま た ｢な ん となく 知り た い｣ が97名
(5. 7 %) で あ っ た｡ 小学生で は ｢病気と闘う ･ 治療 に前
向き に取り組める｣ が最も多く, 中学生で は ｢ 自分の こ
とだか ら ･ 嘘 を っ か れたくな い ･ 知 る権利が ある｣｢病
気と闘う ･ 治療 に前向きに取り組める｣ が多く, 高校生
で は ｢自分の ことだから ･ 嘘を っ かれ たく な い ･ 知 る権
利が ある｣ ｢ 今後や将来の ことを考える｣ が多か っ た｡
教 え て欲 しくな い 理由と して 最も多か っ た の が ｢知る
と怖い ･ 知 らな い方が楽｣ で151名 (77. 8%)で あ っ た｡
そ の具体例 は 『重い病気だと知 っ た らガ ー ン と思う｡ 知
表5 自分が病気にな っ た とき の Tr uth Te= ng に つ い て考え方
自分が. 学年 全体 小学生
小 学校
中学生
中学校
高校生
高校
5年生 6年生 1年生 2年生 3年生 1年生 2年生 3年生
病気 にな つ た 時 選 択肢 (n=1 96 4) (n =40 0) (n =20 9) (n =19 l) (n =62 3) (n =21 9) (n =19 2) (n =21 2) (n =94l) (n= 31 3) (n=2 89) (n=339)
病気にな つ た ら病名な どを 教えて欲 しい 170 1 32 3 1 67 1 5626 1 74 1 67 1 85 862 2 84 264 30 4
きちん と教えて欲 しい か 敢えて欲 しくない 194 68 37 31 7 7 35 2 3 19 49 18 1.1 20
わか らな い
教えて欲 しい 理 由
自分の こ とだ か ら . 知 る権利が ある
69
527
9
88
5
47
･ 4
41
20
150
10
42.
2
45
8
63
40
28 9
En
93
14
94
1 5
102
病気と闘う . 治療に前向きに 取り組め る 438 lO8 54 54 16 8 6 1 5l 56 1 62 59 52 51
今後や将来の こ とを考える 349 49 25 24 9 8 34 2 9 3 5 20 263 5 1 88
知らない と不安 . 気に なる 290 66 34 32 86 27 37 22 138 5 0 54 34
何となく知りた い
教えて欲 しくない 理 由
知ると怖い . 知らない 方が楽
97
1 51
12
55
7
2 8
5
2 7
2 4
58
10
26
5
19
9
13
61
3 8
19
14
1 3
6
29
l8
知つ て も仕方が な い . 気にな らな い 19 6 3 3 1 0
9
6 D 3 3 D 2 0
何 とな く知 り たくな い 24 2 1 D 3 3 3 8 3 3 2
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らな い方が死ぬ ま で 普通に生きられる (小学6年)』『治
らな い病気だと したら生きようとする気持ちがなくなる
(小学5年)』な どで あ っ た｡ ｢知っ て も仕方が な い ･ 気
に ならな い｣ が19名 (9. 8%) で , 具体例で は 『医者に
任せる しかな い (中学1年)』で あり, ｢何となく知りた
くない｣ が24名 (12. 4%) で あ っ た｡ 全学年とも ｢ 知る
と怖い ･ 知 らな い方が楽｣ が最も多か っ た｡
Ⅴ
. 考 察
1
. が ん の イメ ー ジ に つ い て
が ん に つ い て は小学校5年生以上の 小児で は ほとん ど
の 者が聞い た ことがあ っ た｡ し か し, そ の 病名だ けか ら
受けるイ メ ー ジ は成人が抱くような ｢ 不治の 病｣ ｢苦痛｣
｢死｣とい っ た暗い イ メ ー ジ8) だ け で はなく, 腫痘が で
きるや手術をすると い っ た も の もあげられて い た｡ ま た,
｢聞い た ことがな い ･ よく わか らな い｣ が , 約15%で あ
りイ メ ー ジ形成が確立され て い な い こ とが分か っ た｡
今回, 一 番年齢の低い 小学校5年生で ｢が ん は死ぬ病
気｣ や ｢が ん は重い病気｣ の イ メ ー ジ が最も高か っ た が,
これ は有名人の がん に よる死亡が マ ス コ ミ に大 々的 に報
道さ れ て い る こ と の影響で あると思わ れる｡ ま た, 小学
生が最も高い割合で が ん と いう病気を尋ねた相手に親を
選ん で い た こ とも上記の イ メ ー ジ形成に大きな影響を与
えて ると思われる ｡ ｢fコ学生 ･ 高校生に なると テ レ ビ の ド
キ ュ メ ン ト や タ バ コ の 害な どと結び つ けた授業などがあ
り, 小学生よりも詳しい情報を得る ことが で き, が ん の
イ メ ー ジ を膨らませる ことが で き る の で はな いだろうか｡
し かし, い ずれ に して も大人もしくは マ ス コ ミ と い っ た
社会から の情報 に大きく影響を受けて い る ことが わか っ
たo 小児 で もが ん と い う病名か らは悲観的なイ メ ー ジ を
抱く者が多く, そ の病名か ら死や不治の病を連想して い
た｡ し かし, そ の イ メ ー ジ 形成はまだ十分に は確立され
て い な い こ とが成人との 違い で あると考えられ る｡
ま た, 人 に尋ねた こと の ある経験で は学年で は小学生
が そ の割合が最も高く , 性別で は女子が男子よりも多か っ
た｡ ま た, 女子 で は母親に男子で は父親に対し て尋ねる
ことが多く, 子 どもたち は同性の 親に対し て自分の抱い
て い る疑問を表出しやすい と いう こ とが推測され た｡
2. 白血病のイメ ー ジに つ い て
白血病とい う病名に つ い て は, が ん は どは知られ て は
い なか っ た｡ ま た , 血液の が ん と い っ た イ メ - ジ も小学
生で は ほとん ど持 っ て い な い 状況で あり, 中学生, 高校
生と年齢が高くなる に 連れ て , 白血病は血液のがん と い
うイ メ ー ジ を抱く よう にな っ て い た ｡ 小学校4年生か ら
中学校3年生を対象と した ア ン ケ ー ト調査 で も, 白血病
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に つ い て 知 っ て い ると回答したの は全体の半数以下であ っ
たと い う報告9) が あり, 本調査で も同様の結果で あ っ た｡
白血病に対し て も マ ス コ ミ か ら の情報がそ のイ メ - ジ
に大きく影響して い た｡ た だ, 白血病と い うと最近で は
骨髄 バ ン ク推進の C M が流れて い たり , 骨髄移植の ド
キ ュ メ ン ト な どが テ レ ビ で も放映され て おり, が ん の イ
メ ー ジ の よ うな悲観的なイ メ ー ジは非常に少なか っ た｡
ま た, 小学生で は白血病とい う病名を ｢ 聞い た ことが
な い ･ どん な病気か知らな い｣ と回答した者が半数以上
を占めて い た｡ 白血病と い う言葉すら知らなか っ た の で
親 に白血病に つ い て尋ねた者も中 ･ 高校生に 比較して少
なく , ど の ようなイ メ ー ジを抱くかと い うより は知識を
持 っ て い な い と い う こ とが明らかとな っ た｡
以上 の こ とから白血病に な っ た小児に対 して 白血病と
い う病名を伝えた場合, 先入観がなく シ ョ ッ ク を受けな
い こ とは容易に予測される｡ 病名を伝え, そ れとともに
正 し い病態や治療方法, 予後な どの 知識を伝える こと で
偏見や予備知識に邪魔される ことなく, 正 し い知識がそ
の まま患者の 知識とし て 吸収されると考え られる ｡
3. Tr uth Te= ng につ い て
1997年に20歳以上の成人, 約3000人を対象に毎日新聞
社世論 ･ 選挙 セ ン タ ー の 主催 で行われたがん告知に つ い
て の世論調査10)で は, が ん に かか っ たと したら治る見込
みの あるとき は86 % が, 治 る見込み の な い ときは69%が
告知をし て 欲しい と答え て い る｡ こ れ に対して 今回の ア
ン ケ ー ト調査で は治る見込み の あるなし に関わらず尋ね
て い るが, 小学生で は約80 % が, 中学生で は約85 % が,
高校生で は約91%が教え て 欲し いと答え て い た｡ こ れ は
成人の場合と比較 して も高い割合で あり , 子 どもだか ら
本当の ことを知らなく て も良い , ま た知りたくな いだ ろ
うと い う図式 はあ て はま らな い ｡ む しろ, 子 どもだか ら
こそ, 真実が伝えられる こと で その 真実をあ り のまま受
け入れ て い く こ とが で きると考える ｡ 自由記述で 教え て
欲し い理 由を尋ねたが, ｢自分の こと だか ら ･ 知 る権利
がある ･ 嘘 を っ か れたくな い｣ と い っ た自分の権利を主
張して い たり, ｢明らか に される こと で病気 と闘う気持
ちが で き, 治療 に前向きに 取り組めると い っ た姿勢が で
きる｣｢知らな い こ と に よ っ て不安に な り, 気 に な っ た
りする｣ と答え て おり, 重 い 病気にな っ た か らと い っ て
即, 死 を連想 して い な い こ と も小児の 特徴で ある｡ 学年
が高くなる に したが っ て , 成人と同様10) に ｢残され た命
を有意義に過 ごした い , 悔 い の な い よう に 過ごした いか
ら教え て欲し い｣ と答えた者が増え て い た｡ こ れ は物事
の考え方が大人と同じよう に な っ て きて い るか らで はあ
るが, 割合から見ると小児 は成人以上に Tr uth Telling
を求め て い る こ とが伺われる｡ 健康な小中学生を持 っ 親
を対象と し て自分の子どもが病気に な っ た とき の 病名告
知を調査した報告 9) が あるが , が ん で は約60%, 白血病
で は約55 %の親が子ども に は病名を教えたくな い と答え
て い たと い う結果で あり, 本研究で対象とな っ た子ども
たちの 回答とは全く違 っ たもの で あ っ た｡ 子 どもだか ら
話さなく て も良い だろうとか, わ からな い だ ろうと い っ
た考え は単なる大人の勝手な思い こみ に 過ぎな い ｡ 子ど
もだか ら こ そ大人の言 っ た こ とを信 じ そ れが嘘だとわ
か っ たと き の シ ョ ッ ク は より大きなも の とな ると思われ
る｡ 子ども の こ とを思 っ て本当の ことを隠すと い っ た大
人の 思いや りは, 時 とし て子どもたち の心を傷 っ けるも
の にな っ て し まう｡ ま た, 少数 で はあ っ た が隠され て 親
に気を使わ れたくな い と答えた者もおり, 大人が思 っ て
い る以上に小児の考えはし っ か りと して おり , 周囲 に対
する思いやりを持 っ て い る こ とも明らか に な っ た ｡
Ⅵ
. 結 論
本研究に よ っ て小児が抱くがんや白血病に つ い て の イ
メ ー ジや Tr uth Telling に つ い て の考え方が明らかとな っ
た｡ が ん と い う病名からは苦痛や死を連想する場合もあ
るが , 成人 の よう に悲観的なも の ばかり で はなか っ た｡
ま た, 白血病に つ い て はそ の名前すら知らな い小児もお
り, そ れは学年が低い方が全く知識を持たな い と い う状
況で あ っ た｡ 仮 に こ の ような小児が病気にな っ た場合そ
の病気の正確な知識を早期か ら提供する こ と で , 先入観
もなく正しい 知識が患者自身に吸収され ると考え, 早期
から病名を含んだ正しい 知識提供が必要で あると考えら
れる｡ ま た , Tr uth Telling に つ い て は成人以上に 素直
に自分の権利を主張して お り, 子 ども に病名を伝える の
はかわ いそう だと いう大人の思いやりは, 小児自身にと っ
て は逆効果 で ある ことが明らかとな っ た｡
Ⅶ
.
おわ りに
今後はこ の結果を小児がん患者に対し て病名告知を行
う際の資料とし て活用し, 子 どもに対する病名告知に不
安を抱い て い る親 の不安を軽減 し, 小児がん患者本人が
望んで い るTr uth Telling が行 われ るよ うな看護援助
を行 っ て い きた い ｡
本研究は公益信託山路ふ み子専門看護研究教育助成金に
より助成を受 けて 行 っ たもの です｡ 心より深く感謝する
とともに こ こ に お礼申し上げます｡
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A ST U DY OF T H E IM A GES OF CAN C E R A N DL EUKE MIA IN HE A L T H Y CH IL DR E N
Kayuri Furuya
Do ctoral Ca ndidate, Gr adu ate Scho ol of Nurslng, C hiba Univer sity
K EY W O RDS:
im age of c a n c er, im age of le uke mia, truth telling, child
T he purposes ofthis study w e r eto ide ntify the im age s of healthy childr e non c anc er a nd leuke mia,
a nd the w ay of thinking of tr uth telling with dis e a s e.
The n u mbe r of s ubje cts w e re 1964. T hey belo nged to betw e e nthe fifth gr ade of prim a ry scho ol
a nd the third ye a rin high school. T hey a n s w e r ed s om eitem-question nair e, a nd the a n s w er s wer e
a n alyz ed usl ng SP SS.
The r esults w ere a sfollows :
1
.
Sixty-fiv e perc ent of the im age s of c a n c e r were pessimistic, like
"
de ath o r inc urable
"
and
"
s e rio u sor painful
''
.
A bout fifte e npe r c e nt w e r eha vl ng n Oim age s.
2 . T hirty- eight pe r cent of the im age s of le uke mia were
"
the fe atu r e
"
and
"
t he c a use orthe
tr e atm e nt
"
.
A bo ut thirty-thr e epe r c e nt w e r eha v lng nO im ages.
3
.
Truth telling w a sdesir ed by eighty pe r c e nt of stude nts of prim ary s cho ols, eigh ty-five pe r c e nt
ofjunior high scho ols and ninety- o n epe r c e nt of a high s cho ol. T he rea s o ns were
"
the rights to
kn ow
' '
,
"
to be patie nt with tr e atm e nts
"
,
"
to bec om e m ore a n xio us without truth telling
"
, a nd
"
to livethe re m ainlng days witho ut r egr ets
"
.
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